
町村等の関係者と協力して効呆的なキヤンペ-ンを実施すること等により,献血べの

二層の理解と協力を呼びかけることが串められるo

国,都道府県l市町村l採血事業者及び医療関係者は,国民に対し,血液製剤がこ.

れを必要とする患者-の医療に欠くことのできない有限で貴重串ものであることを
含め,献血や血液製剤についての普及啓発を実施し,又はこれに協力するとともに,

少子.高齢化P進行や変異型クロイツフェルトヤコブ病の発生に伴う献血制限等の献

血をめぐる環境の変化1血液製剤の利用実態等につVlて正確な情報を伝え.1献血者等

の意見を踏まえつつこれらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必

要であるoまた,血液製剤の安全性の確保のための取組の丁環として,感鞄症の検査

を目的とした献血を行わないよう,献血における本人確認や間診の撤底はもとより,

平索から様々な広報手段を用いて-国民に周知徹底する必要がある.

これらを踏まえ-以下に掲げる献血推進のための施策を実施する.

0 効果的な普及啓発,.献血考募集等の推進

血液製剤につい七,国内自給が確保されることを基本としつつ-将来にわたって安

定的に供給される体制を維持するためl幼少期も含めた若年層一企業や団体,複数回

献血者といった普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を
行うこととし- これを r献血梼造改革Jと位置付けl以下の取組を行うo

く若年層を舟象とした対策5

.臥都道府臥市町村及び採血事業者は,献血推進括動を行ってVlる献血ボラ
ンテイアヨ阻織等の協力を得るとともに,機能的な連携をとることにより,若年層

の献血への理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取り組むo

.若年層-の啓発には,若年層向けの雑誌一放送媒体,インタ-ネット等を含む様々

な広報手段を用いてl献血についての広告に国が作成した献血推進キヤラクタ-を

活用するなど,効呆的な取組が必要である.

.子が幼少期にある親子に対しl血液の大切さや助け合いの心について1幼児向け

の本.児童書や血液センタ-等を括用して啓発を行うo

.また,若年層の献血に対する意識調査を行い,今後の献血者の担い手となる若い

献血者を確保するための献血推進方策やl枠組みの検討及び取りまとめを行う.
. 1国はl高校生を対象とした献血について解説した教材や中学生を対象とした血液

-の理解を促すポスタ-を作成し,都道府県及び市町村と協力して,これらの教材

等を括用しながら献血への理解を深めるための普及啓発を行うo

.都道府県及び市町村は1地域の実情に応じて1若年層の献血-の関心を高めるた

めl学校等において-ボランテイア活動推進の観点を踏まえつつ献血についての情

報提供を行うとともにl献血推進活動を行う組織とLの有機的な連携を確保する.

.採血事業者は1その人材や施設を括用七,若年層-の正しい知識の晋及啓発と協

力の確保を図り,その推進に当たって臥周と連携するとともに都道府県,市町村

及び献血ボランテイア組織等の協力を得るo
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